
 

 

 

扁桃腺の手術について 

★扁桃腺の手術は次の二つの時におこないます。 

 １．扁桃腺が大きすぎる時（扁桃腺の熱を出さなくても） 

   扁桃腺が大きすぎると、次のような障害がおこります。 

   ☆鼻がつまり、口で呼吸するようになり、いびきがひどくなります。 

   ☆食事の時に、肉のかたまり等をのみこむのに時間がかかり、いつ迄も口の中でか 

    んでいるようになります。（学校給食の時に食事時間がかかり過ぎ、皆と行動を 

    ともにできなくなり、食べ物の好き嫌いの原因となります）。 

   ☆耳や鼻に悪影響をあたえ、中耳炎や鼻炎の原因になります。 

 ２，扁桃腺の熱をひんぱんに出す時（扁桃腺が大きくなくても） 

   ☆扁桃腺の熱をくりかえすと、心臓や、腎臓の病気になる心配があります。 

   ☆扁桃腺の熱をくりかえすと、中耳炎や鼻炎が慢性化する心配があります。 

※《1年間に４回以上》扁桃腺の熱を出す時は手術を考慮する必要があります。 

★扁桃腺の手術について知っておいていただきたい事。 

  ☆現在は全身麻酔で手術をおこないます。人院はだいたい１週間位です。 

  ☆手術は普通、“５才以上”から行います。５才以上になると扁桃腺をとっても体に 

   悪影響はありません。 

※「耳鼻科医は扁桃腺の手術をやり過ぎる」という人がいます。これほど耳鼻科医にとって、心外

な言葉はありません。扁桃腺の手術を、“好きでする耳鼻科医”などいません。 

 耳鼻科医が手術をすすめる時は、“どうしても、扁桃腺をとる必要があるのだ”という事を是非、

御理解ください。ただし、扁桃腺の病気は、直接生命に関係するものではありません。最終的に 

手術を受けるかどうかは、御両親がお決めください。                  

我々、耳鼻科医は専門医の立場から、医学的見解を申し上げているだけです。 
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